
「㊤いた書こ」と「⑧ふ」をつなぐ、米替自治会広報誌



米谷会館集合・出発(10:00頃)・・・」Rより南側の地域を重点的に散策(自治会指定避難所の3つの公園を巡り

ます)…ピピアめふ1(11:00頃へ)希望者は非常階段にて6階へ(EVも可)。4-6階の施設(キッチン、シネ

ピピア、和室等見学…見学終了後(11:50頃)4階ブノールームで軽食(自治会にてご用意します)…(1230へ)

」Rより北側の地域散策(自治会指定避難所の4つの公園を巡ります)…米谷会館前解散(14二〇0頃)

醜聞蹴
地元の皆さまに愛されて37年。四季折々の素材を

活かした、心のこもった手づくりの一品料理が自慢。

味里(みさと)
売布2丁目11-1

(ピピアのふ2/1階)
蜜(0797)87-1761

0PEN/17:00へ22:00
三和不動産　ラストオーダー21:50

水・日曜日定休

闘麗繭擬

落ち着いた店内。バリエーション豊かな脚部と紅茶。

オーナー手作りの自家製ケーキは絶品!

隠れた名店をご紹介の

〇〇〇一---キリトリ>ぞ〇〇〇〇--○○

FOSSE’C08N
まめだよりクーポン

ドリンク50円o干干

※本券1枚で5名様までOK※コピー不可
※他サービスとの併用不可

一一一一一一一千リトリ米-----〇〇〇

味里
まめだよりクーポン

生中1杯5灘を250円

※本券1枚で1名桜のみ※コピー不可
※他サービスとの併用不可

米
谷
自
主
防
災
会
で
は
、
こ
の
度
、
夏
号
で
予
告

し
て
お
り
ま
し
た
『
防
災
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
』

を
開
催
し
ま
す
昨
年
9
月
に
配
布
し
た
「
米
谷
自

治
会
・
避
難
所
マ
ッ
プ
」
見
な
が
ら
実
際
に
歩
い
て
み

て
、
避
難
場
所
の
確
認
や
、
危
険
な
箇
所
を
追
詰
す

る
な
ど
、
避
難
情
報
の
強
化
を
図
り
、
さ
ら
に
予
備

避
難
所
「
ピ
ピ
ア
め
ふ
1
」
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
下
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

㊨
開
催
日
平
成
2
7
年
1
0
月
2
4
日
(
土
)

午
前
1
0
時
集
合
(
雨
天
決
行
)

㊨
集
合
場
所
米
谷
会
館
正
門
前

㊨
持
ち
物
避
難
所
マ
ッ
プ
、
筆
記
用
具

㊧
申
し
込
み
各
組
長
さ
ん

ま
た
は
自
治
会
役
員
ま
で

㊨
募
集
人
数
大
人
3
5
人

(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

㊧
申
込
締
切
平
成
2
7
年
9
月
約
日
(
水
)

衛
を
歩
い
て
防
災
マ
ッ
プ
強
化
作
戦

詰
所
巡
見
イ
モ
多

中
国
縦
貫
道
沿
い
に
あ
る
お
店

は
洒
落
た
外
観
。
一
歩
中
に
入
れ

ば
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
居
心

地
の
良
い
空
間
が
広
が
り
、
軸
排

の
ア
ロ
マ
に
癒
さ
れ
ま
す
。



早くお届けします。また、米谷会館を利用しての各種教室の講師をしていただける方も募集中!

詳しくは各組の組長さん・班長さんまで。

㊨
場

所

写‾　賢　ぎ野　㌢「∴　毒二　キロ　『∵÷　賢
塑〇〇〇〇鰹腎∴葎∴上　野∴「∈

3事資料にみえる稲谷小学校

(1)開業願

明治6年(1873)

1月、米谷・小浜・安

場三村は連合し

て、小浜に仮校舎

で生徒数約与0名

の小浜小学校を

創立した。

その後、米谷村は明治8年に独立し、

民家を借りて私塾的な稲谷小学校を開

設した。同9年、県に「開業願」を申請、文

部省の認可で正規の稲谷小学校が誕

生する。

▼「関学許可文部省」の朱印がある。

(囲慶寺前住職月岡靖雄)

次回は「(2)使われた教科書」です

売
布
神
社
秋
季
例
大
祭
と

だ
ん
じ
り
曳
行

今
年
は
1
〇
月
1
6
日
(
金
)
両
日
(
土
)
に
売
布
神

社
秋
季
例
大
祭
に
よ
る
だ
ん
じ
り
曳
行
を
行
い
ま

す
。
今
回
も
一
般
の
方
か
ら
だ
ん
じ
り
の
曳
き
手
を

募
集
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
地
元
の
祭
り
に
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?
中
学
生
以
上
の
方
で
だ

ん
じ
り
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
、
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
は
青
年
団
か
ら
保
存
会
ま
で
幅
広
い
人
達
で

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
力
で
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

㊨
日
　
時
平
成
2
7
年
1
0
月
1
6
日
(
金
)
・
1
7
日
(
土
)

午
前
9
時
~
午
後
1
1
時

米
谷
亮
布
・
清
荒
神
近
郊

米
谷
自
治
会
親
睦
研
修
旅
行

世
界
通
産
・
宇
治
平
等
院
と

六
大
古
窯
信
楽
焼
き
狸
村
を
訪
ね
て

恒
例
の
日
帰
り
親
睦
バ
ス
旅
行
。
今
年
は
改
装
を

終
え
、
一
段
と
美
し
く
な
っ
た
「
宇
治
平
等
院
」
と
信

楽
焼
き
の
里
を
巡
り
、
昼
食
は
元
祖
・
船
の
宿
「
び
わ

こ
の
千
松
」
で
近
江
の
幸
を
い
た
だ
き
ま
す
。

㊨
日
　
時
平
成
2
7
年
月
月
3
日
(
火
・
祝
)

㊨
行
　
先
平
等
院
と
信
楽
焼
き
の
里

の
参
加
費
大
人
5
〇
〇
〇
円
/
1
人

子
供
2
5
0
0
円
/
1
人
(
4
歳
~

小
学
6
年
生
)

㊨
参
加
資
格
自
治
会
貢
と
同
居
の
ご
家
族

㊤
申
し
込
み
　
9
月
1
2
日
(
土
)
ま
で
に
班
長
さ
ん

又
は
組
長
さ
ん
ま
で
参
加
費
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

中
高
年
か
ら
始
め
る

ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ

叩
⑫

し
　
　
　
白
田
’
丁
i
○
○
1
1

食
卓
に
も
う
一
品
、
お
つ
ま
み
に
も
。

大
根
の
甘
酢
漬
け

中
高
年
ピ
ア
ノ
初
心
者
対
象
の
気

軽
な
教
室
で
す
。
指
を
動
か
し
て
脳
の

活
性
化
ア
ッ
プ
=
‥
指
番
号
と
カ
ナ
付

き
楽
譜
で
「
こ
れ
な
ら
弾
け
る
」
と
大

好
評
=
な
つ
か
し
い
あ
の
曲
を
ご
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
?

㊧
曜
日
・
時
間
‥

月
2
回
(
第
1
、
第
3
金
曜
日
)

午
前
1
0
時
0
0
分
~
1
2
時

の
授
業
料
‥

(
1
カ
月
)
3
〇
〇
〇
円
(
税
込
)

㊥
指
導
者
‥
村
上
明
子

の
連
絡
先
‥

魯
8
7
7
8
2
0
(
村
上
)

※
無
料
体
験
受
付
中
=

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

∴
材
料

大
根
1
k
g
、
塩
大
さ
じ
1
、
酢
1
8
0
0
0
、
砂

糖
1
0
0
g
、
柚
子
の
絞
り
汁
2
0
0
0
、
柚
子
の

皮
少
々

∴
作
り
方

①
大
根
は
横
2
つ
に
切
り
皮
を
剥
き
、
縦
4

つ
割
に
し
て
、
塩
を
全
体
に
振
る
。

②
1
0
~
1
2
時
間
水
出
し
し
、
水
分
を
充
分
に

拭
き
取
る
。

③
砂
糖
、
酢
を
合
わ
せ
、
柚
子
の
絞
り
汁
を

入
れ
る
。

④
容
器
(
瓶
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
)
に
大

根
を
入
れ
て
、
③
を
入
れ
て
全
体
を
漬
け
て

おく。
⑤
3
~
4
日
で
食
べ
圏

頃
に
。
適
当
に
切
っ

て
柚
子
の
皮
の
千
切

り
を
乗
せ
て
食
べ
る
。

※
保
存
も
出
来
ま

す
。
お
酒
の
お
つ
ま

み
に
も
。(

吉
野
佐
恵
代
)

擢
囲

官
業
戒

轟

神

葬
谷
中
苧

)
費
え
孝
7
仙
置

霧

酪

麓

一
業
歳
々
尋
∴
-
牽
意
善

一
崎
で
昇
工
学

一
報
∵
利
-
　
　
　
小
母
火
笠

)
姦
∵
則
-
　
　
奇
据
え
茶
道

ー
魚
貝
雇
雇

、
岐
阜
警
蕨

か
山
布
達

も
一
個
口
重
三
年
一
‥
十
倍
口
l

一
箪
手
付
哀
打
上
官
葛
1
・
冬
的
串
-
一
年
百
雷

鳳
至
耳
一
月
迫
審
合
三
年
千
月
間
竜
野
子
等

坪
舞
。
傷
i
♪
端
を
半
丁
同
一
手
首

道
都
へ
〆
三
十
月
同
輩
-
学
研
各
月
享
年

や
轡
a
り
同
七
千
九
月
退
俳
名
を
↑
羊

宇
美
月
山
団
亮
一
虚
言
揮
言
上
泣
言
確
言
-
坊
‥
捗
や

研
く
牛
で
吊
る
-
岡
だ
年
子
月
連
邦
有
年

存
日
印
面
呑
舟
四
千
負
「
確
を
イ
芽
塚

再
碑
着
目
-
.
缶
「
〇
・
/
月
う
り
囲
み
免
千
/
n

退
却
合
音
胴
在
庫
舞
で
含
み

章
・
崇
-
/
必
中

一
棟
負
捨
所
~

所
磐
石
で
手
合
工
周

一
多
夜
負
番
手
-
ン
大
功
詩
㌶

一
生
考
え
ず
牽
　
　
子
葉
は

=
嘉
ぺ
媛
㌢
で
薫

-
害
毒
結
露
‡

〇
㌧
)
品
川
】
匡
鴨
川
一
着
尾
〇
〇
〇
震
女
官
○
○
離
宮
、
(
隼
直
川
i
i
“
高
度
が
瓦
か
嵯
盲
」
)
)
裏
白
喪
萱

二
毒
婦
富
商
1
÷
々
尖
“
雪

二
、
月
三
園
一
。
圭
l
寿
一
〆
円

会
計
を
で
三
園

等
塞
蕪
紘
一
誓
号
も

声
を
葦
三
富
窄
、

高
冷
㌢
亨
人
見

美
麻
婿
令
習
愛
臥

嚇
諸
肌
キ
ル
尉
十
重
高



夏の自治会活動報告苫端艇s

㊥きめ説くヽ

体重1kgあたり80mIで、
一時にその1/3以上失う

と生命に危険がありますこ

年　㌢　デーき　牟　ヂ㍉三　年　年生!『紳士掛　掛算
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米
谷
自
治
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議
前

に
、
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
支
部
の
方
を
講
師

に
招
き
、
約
的
名
の
皆
さ
ん
が
、
傷
の
手
当
て

「
止
血
と
包
帯
」
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
三
角
巾
の
使
用
法
を
中
心
に
約

1
時
間
に
わ
た
り
実
技
指
導
が
あ
り
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
講
習
で
し
た
。

今
回
は
第
2
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
自
治

会
と
し
て
、
今
後
も
救
急
法
講
習
会
を
計
画

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
っ

好
評
に
つ
き
、
今
年
も
米
谷
会
館
に
お
い
て

第
2
回
ド
リ
マ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
が
「
海
の
日
」
の

7
月
2
0
日
(
月
・
祝
)
に
開
催
さ
れ
、
約
0
0
名
の

皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

1
3
時
0
0
分
開
演
。
『
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
』

『
見
上
げ
て
ど
ら
ん
夜
の
星
を
』
な
ど
、
お
な
じ

み
の
曲
を
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

お
よ
び
休
憩
を
は
さ
み
披
露
。
中
で
も
『
き
よ

し
の
ズ
ン
ド
コ
節
』
で
は
、
「
♪
ズ
ン
、
ズ
ン
ズ
ン
、

ズ
ン
ド
コ
ー
(
き
・
よ
・
し
!
)
」
と
、
皆
さ
ん
の
手

拍
子
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
は
『
ふ
る
さ
と
』
と
『
リ
ベ
ル
タ

ン
ゴ
』
。
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
全
1
3
曲
演
奏
さ

れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
仮
設
ト
イ
レ
が

置
か
れ
て
便
利
で
し
た
。

米
谷
墓
地
の
使
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
!

轟
畢
町
陸
自
嶺
螢

鱒
鼎
監
顕
現
聾

の
摘
壁
間
(
金
)

米
谷
墓
地
は
米
谷
西
財
産
管
理
会
の
土

地
で
米
谷
自
治
会
が
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

墓
地
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
永
代
使
用
と

い
う
形
で
使
用
申
込
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
ご
要
望
が
あ
っ
て
も
ご
案
内
が
充
分

に
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
ご
使
用

で
き
る
区
画
を
整
備
し
ま
し
た
。
当
面
米
谷

自
治
会
会
員
の
方
が
対
象
で
す
。
ご
希
望
の

方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

0
9
0
・
5
2
5
3
・
9
2
1
9
(
横
山
浩
)

今
年
は
2
日
間
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
盛
大
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
は
み
ん
な
元
気
よ
く

「
ビ
ン
ゴ
シ
ュ
ー
ト
」
の
掛
け
声
で
大
盛
り

上
が
り
、
み
ん
な
で
踊
っ
て
楽
し
い
お
祭
り

で
し
た
。
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

私
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
を
調
味
料
で
あ
る

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
。
伊
丹
工
場
で
は
、
1
分
間
で

6
0
0
個
の
卵
を
割
り
、
2
2
0
ト
ン
(
2
5
m

プ
ー
ル
1
杯
分
)
の
量
、
6
種
類
の
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
卵
は
、
卵
黄
は
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
に
、
卵
白
は
ケ
ー
キ
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
等
に
、
卵

殻
は
白
墨
・
壁
紙
等
に
、
卵
殻
膜
は
化
粧
品
の

原
料
に
と
余
す
事
な
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
い
ろ
い
ろ
な
料
理
へ
の
活
用

法
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
驚
き
と
感
激
の
ひ
と

時
で
し
た
。

圃
聞
閣
聞

「
ま
め
だ
よ
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
3
年
目
。
こ
の
秋
で
9
号
で
す
。

創
刊
号
を
発
行
し
た
時
、
班
長
・

組
長
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
情
報
、
街
の
歴

史
、
防
災
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
期

待
の
声
と
、
マ
ン
ネ
リ
、
ネ
タ
切
れ
、

継
続
で
き
る
か
な
ど
の
ご
心
配
の

声
、
両
方
の
声
を
意
識
し
な
が
ら

の
2
年
間
で
し
た
。

3
年
目
、
更
に
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す


